

































































































歴史 との辿 遇(8) 歴史の導入(3) 方法(I)
先史 時代(4) 古代の人間の痕跡(4) 方法(3)
探求(2)
犬 神話からの歴史(6) TT卜 二二




ギリシア(6) ギリ シア人(9) 方法(2)
探求(2)







ヨ ーロ ッパ 中世 の歴史 か
ら(5)
方法(2)





中世 の信仰 と支配（8） 縦 断面(2)
探 求(4)
方 法(1)

















































東西冷戦(4) 1945年以後 のドイツ（7） 方法(1)

























































表2.  1994 年版の単元 厂ローマ帝国」の全体構成
単元「 ローマ帝 国」





























属州 の生 活 ・世界はロ ーマで ある
・富 の防備
・ロ ーマ人 のケル ン



































発問 資史料 獲得させる知識・技能 学習 の意図













































第一 次 ポエ ニ戦争 （紀元 前264～241年 ） 後の シチリア・ サルデ ィ
ニ ア・ コルシカの属州化
第二 次 ポエ ニ戦争 （紀元 前218～201年 ） 中のカ ンナエ の戦 いで の










リウィ ウスはハ ンニ バルを 優れ た軍 人と するが， 一方で野 蛮で信










































































































































mq.  r な ぜロ ーマ帝 国は支配
を拡大できた のか ？」
教 科書本文 ・ 近隣との防衛戦争から， ギリ シア のピ ュ
ロ ス王 との戦争に勝利し， イタリアを統一
する。
・三次 にわたるポェ ニ戦争で，カルタゴを



























(a)ロ ーマ人 の政治的 優秀性
















2(a) 硬貨 の図案 か らロ ーマ人
がどのような自己理解をしてい
たかが読み取れるか ？






(b) 全体を支 えるよ う硬貨 の下 に記 した名
前 はロ ーマ人 の戦争 の正当 化を示 す。
現物資料 の読解 による
ロ ーマ人 の視点か らの
ロ ーマ の支配拡大理由
の考察
3 (a)ロ ーマ拡 大につ いて の ポ
リュビオスの根拠を整理しなさ
い。






(a)政治 的優秀 性・軍事 的優秀 性・ロ ーマ
人 の倫理性
(b)歴 史解釈 の吟味・ 検証 によるロ ーマの
支配拡大 について の歴史 解釈の形 成
文献史料 の読解 による
(a) ポリ ュビ オ スの視
点か らのロ ーマ の支配
拡大理由の考察
(b) ポリ ュビ オ スの史
料に依拠した子 ども自
身の歴史解釈の形成
4(a) ポリ ュビ オス はカル タゴ
の全滅を どのように描写してい
るか？
(b) ポリ ュビ オスは記 述 の中で
ロ ーマ の政策 につ いてどのよう
な判断を述 べて いるか？
丈密卜8ポリュ
ビ オ ス の
『歴史』
(a)ローマ人のカルタゴ大へ の残虐行為














５カ ンナエ の戦 いにつ いてのリ
ウィウスの記述 と教科書の記述
とを比較 しな さい。
(a)そ れぞ れど の段階 に重点 を
置いてい るか ？
(b) それぞ れの記 述で戦 争 はど










































1(a) 地 勢図 と比較 して， 歴史
地図は何を表現してい るか？
(b) な ぜ歴史 地図 の読 み取り に









(a)ロ ーマ帝国 の拡大 という政治的状況
(b) 地理的状 況 と結 びつけ， 歴史 的に意義
ある情報を 取り出すため。























2(a) ロ ーマ帝 国 はど のくらい
拡大したのか ？どの時点で どの
属州を征服したか ？
資料 ２ (a) ワー クブ ッ ク白地 図 の５段階で の拡大
過程 の色分けでの確認と，地図への属州名
の記 入
(a)地 図 の読 解 によ る
地理的視点 からのロ ー
マ帝国拡大理 由の考 察







（b）地理的条 件（ 山脈・川 など） や辺 境防
壁施 設の配置から軍事的・政治的条件を考
察する能力
(b) ロ ーマ帝 国 拡大 に
ついて の歴史 解釈の再
形成
3(a) 今 日 のどんな 国家 がロ ー
マ帝国に扁してい るか ？
(b) それ らの国家で はロマ ン語，








(a)資 料１・ ２と， 現在 のヨーロ ッパ の地
図を 比較して回答を導く能力
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